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同窓生累計：28,649 名・含む物故会員
※2024 年 3月卒業生含む
・総合ビジネス科 962 名（ 9期）
・総合技術科 889 名（ 9期）
・商業科  6,668 名（92 期）
・情報処理科 2,539 名（39 期）
・国際経済科 756 名（21 期）
・機械科 5,574 名（92 期）

・電気科 5,593 名（92 期）
・化学科 3,081 名（92 期）
・定時制商業科 821 名（23 期）
・定時制機械科 1,009 名（32 期）
・定時制電気科 757 名（31 期）���

２０２５年 同窓会創設１００周年

寄
付
金
募
集

　

前
号
の
雄
飛
１
２
３
号
で
同
窓
会
創
設

１
０
０
周
年
の
寄
付
金
募
集
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
僅
か
３
カ
月
の
期
間
で
７
０
名

以
上
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

書
面
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
ま
だ
目
標
額
に
届
い
て
お
り
ま

せ
ん
。
本
校
１
０
０
周
年
の
際
に
は
、
記

念
と
し
て
「
組
み
立
て
式
観
覧
席
」
を
寄

贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
１
０
０
周
年
に
関
し
て
も
、
一
世

紀
の
イ
ベ
ン
ト
の
記
念
と
し
て
、
形
に
残
る

も
の
を
寄
贈
し
た
い
と
考
え
、
学
校
側
と
具

体
的
な
内
容
を
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
１
０
０
周
年
で
も
寄
付
金
募
集
し

た
う
え
で
、
再
び
、
同
窓
会
１
０
０
周
年

で
も
寄
付
金
募
集
を
す
る
の
か
。
な
ど
、

様
々
な
ご
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
１
０
０
年
と
い
う
世
紀
の
イ
ベ
ン
ト
に

対
し
、
次
の
１
０
０
年
後
は
、
我
々
は
立

ち
会
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
今
を
生
き
て
い

る
我
々
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寄付金募集目標額
1,000万円
募集要領：会報（雄飛）に同封
されております年会費振込用紙
を利用しての振込。または、直
接同窓会の銀行口座へ振込でお
願いします。

【銀行口座へのお振込み】
振込銀行　
横浜銀行　二俣川支店
口座番号　
普通　０１３１９９６
加入者名　
神奈川県立商工高等学校同窓会

【お振込みの際のご注意】
振込ご依頼人氏名欄に
卒期（例：機 55）記載をお願
いします。（名簿との名寄せ情
報として利用させていただきま
す）
※ホームページでもご案内いた
します。何卒、ご協力をお願い
申し上げます。

２
０
２
４
年
度

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

同
窓
会
会
長　

小
澤
芳
明

　

会
員
の
皆
様
に

は
、
日
々
ご
健
勝
で

ご
活
躍
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
活
動
自
粛
か
ら
、
同
窓

会
活
動
も
厳
し
い
制
限
の
中
で
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
う
や
く
コ
ロ

ナ
が
明
け
、
同
窓
会
活
動
も
従
来
の
形
態

に
戻
し
て
活
動
が
出
来
ま
し
た
。
新
年
度

の
活
動
も
よ
り
活
発
に
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
は
商
工
同
窓
会
創
設

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
各
行
事
を
盛
り

上
げ
て
い
く
考
え
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

本
校
の
創
立
１
０
０
周
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
、
記
念
式
典
は
ビ
デ
オ
配
信
、
祝
賀
会

の
イ
ベ
ン
ト
も
取
り
止
め
と
な
り
、
十
分

お
祝
い
で
き
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
５
年
後
と
な
る
同
窓
会

１
０
０
周
年
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

記
念
祝
賀
会
を
実
施
す
る
予
定
で
、
不
完

全
燃
焼
の
感
じ
と
な
っ
た
本
校
１
０
０
周

年
の
分
ま
で
盛
り
上
が
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
な
内
容
に
付
き
ま
し
て
は
、
会
員

総
会
に
て
発
表
し
た
う
え
で
、
次
号
の
会

報
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　

商
工
同
窓
会
は
大
正
14
年
10
月

（
１
９
２
５
年
）
第
一
期
卒
業
生
の
尽
力

に
よ
り
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

１
０
０
年
を
経
過
し
、
こ
の 

世
紀
の
イ

ベ
ン
ト
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た
我
々

は
、
１
０
０
周
年
に
立
ち
会
え
る
事
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
一
生
懸
命
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
同
窓
会
活
動
に
関
し
て
は
、
新

た
な
同
窓
生
の
参
加
が
増
え
て
い
な
い
現

状
に
つ
い
て
、問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

会
員
総
会
、
春
の
お
花
見
、
秋
の
歩
こ
う

会
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
校
歌
祭
、
新

年
会
な
ど
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
に
引
き
続
き
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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思
い
返
せ
ば
、
昭

和
51
年
か
ら
54
年

ま
で
電
気
科
の
生

徒
と
し
て
在
学
し

ま
し
た
。
在
学
中
は
柔
道
部
に
所
属
し
、

２
年
か
ら
は
主
将
と
し
て
大
会
の
上
位
進

出
を
目
指
し
、
少
な
い
部
員
数
な
が
ら
も

毎
日
、
武
道
場
で
汗
を
流
し
た
こ
と
は
今

で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
高
校
で
柔
道
部
の
指
導
を
し
て
み

た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
大
学
に
進

学
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
昭
和
59
年

か
ら
新
卒
教
員
と
し
て
13
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
柔
道
部
の
顧
問
を
務
め
、
関
東

地
区
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成

22
年
に
総
括
教
諭
と
し
て
２
年
間
、
平

成
30
年
か
ら
校
長
と
し
て
６
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
40
年
の
教
員
生
活

で
21
年
間
、
生
徒
と
し
て
３
年
間
商
工

高
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

校
長
と
し
て
の
６
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
、
創
立
1
0
0
周

年
記
念
式
典
の
主
催
、
部
室
棟
・
格
技

場
の
耐
震
化
工
事
、
体
育
館
の
耐
震
化

工
事
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

同
窓
会
に
お
願
い
し
て
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

裏
に
観
戦
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

練
習
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
夜
間
照
明
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

1
0
4
年
の
歴
史
の
内
24
年
間
関
わ

れ
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
こ

の
上
な
い
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
様
々
な
活
動
を

と
お
し
て
母
校
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
母
校
並
び
に
、
同
窓
会

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
、
校
長
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
0
4
年
の
歴
史
の
一
部
に

関
わ
っ
た
一
人
と
し
て

第
21
代
校
長
（
電
気
科
56
期
生
）　

塩
原　

正
美

卒業生へ同窓会からの記念品

　

令
和
６
年
３
月
６
日
に
令
和​

５
年
度

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
体
育
館
が
耐
震
工
事
中
の
た
め
、
紅

葉
坂
に
あ
る
県
立
音
楽
堂
に
て
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
思
い
出
に
残
る
卒
業
式

を
と
先
生
方
に
よ
る
生
演
奏
で
の
卒
業

生
の
入
場
。
そ
し
て
、
卒
業
証
書
授
与

令
和
５
年
度
卒
業
式

式
後
の
卒
業
生

に
よ
る
合
唱
。

先
生
方
、
卒
業

生
が
、
ひ
と
つ

に
な
っ
て
演
出

し
た
感
動
の
卒

業
式
で
し
た
。

　

総
合
ビ
ジ
ネ

ス
科
1
0
0
名
、

総
合
技
術
科
80

名
の
生
徒
が
立

派
に
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の

更
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま

す
。
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こ
の
た
び
、
前

任
の
塩
原
校
長
の

後
任
第
二
十
二
代

校
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
川
島
俊
輔
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
県
立
高
等
学

校
の
校
長
と
し
て
３
校
目
と
な
り
ま
す

が
、
伝
統
あ
る
県
立
商
工
高
等
学
校
に
赴

任
す
る
こ
と
に
喜
び
と
同
時
に
責
任
の
大

き
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ

第
22
代
校
長　

川
島　

俊
輔

　

本
校
は
県
内
で
唯
一
の
商
業
（
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
科
）
と
工
業
（
総
合
技
術
科
）

の
２
つ
の
学
科
を
有
す
る
学
校
と
し
て
、

初
代
校
長
で
あ
る
鈴
木
達
治
先
生
が
唱

え
ら
れ
た
「
名
教
自
然
」「
自
由
啓
発
」

の
教
育
理
念
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
多

く
の
地
域
人
材
を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
授
業
に
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
す
る
な
ど
、
教
育
の
手
立
て
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

A
I
の
発
達
や
働
き
方
改
革
の
進
行
な

ど
に
よ
り
、
職
業
の
在
り
方
自
体
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
大
切
な
の
は
、
ま
さ

に
「
名
教
自
然
」「
自
由
啓
発
」
の
教
育

理
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
転

換
点
）
を
迎
え
、
大
き
く
職
業
の
在
り

方
が
変
わ
る
社
会
に
お
い
て
必
要
な
生

き
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、『
生
徒
が

自
由
に
、
自
発
的
に
、
自
覚
し
て
学
び
、

も
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
や
個
性
を
十
分

に
開
発
で
き
る
』（
名
教
自
然
よ
り
引
用
）

教
育
こ
そ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
徒
た
ち
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
社
会
に
有
用
な

人
材
の
育
成
に
職
員
一
同
で
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

も
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
県
商
工
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
８
日
（
月
）、
桜
満
開

の
良
き
日
に
、
商
工
１
０
４
期
生
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

迎
え
、
５
年
ぶ
り
に
保
護
者
お
よ
び
来
賓

の
方
々
が
参
列
し
た
入
学
式
で
し
た
。
在

校
生
有
志
（
部
活
動
生
徒
）、
同
窓
会
有

志
に
よ
る
、
校
歌
及
び
自
由
の
園
生
の
歌

紹
介
も
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
の
姿
に
戻
っ

た
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
８
ク
ラ
ス
２
３
８
名
（
総
合
ビ
ジ
ネ

ス
科
１
１
９
名
、
総
合
技
術
科
１
１
９
名
）

の
新
入
生
が
、
今
年
度
新
た
に
着
任
さ
れ

た
川
島
校
長
に
よ
り
、
入
学
許
可
さ
れ
、

新
た
に
２
３
８
名
が
仲
間
入
り

県
商
工
の
新
た
な
生
徒
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
初
々
し
い

子
供
た
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
、

勉
学
や
部
活
動
に
力
を
注
い
で
、
高
校
生

活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
き
く
成
長
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
入
学
式
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卒　期 氏　名 金　額
化 45 石井　久光 30,000 
電 37 中嶋　　弘 20,000 
電 21 御園生芳之 20,000 
定商 9 大槻鴻基子 20,000 
旧職員 大嶋　啓子 20,000 
商 44 永井　　滋 10,000 
電 43 鈴木　　昇 10,000 
商 32 橘田　英雄 10,000 
化 40 鈴木　　勉 10,000 
電 49 菊地　光夫 10,000 
商 37 久能　義和 10,000 
機 36 小林　茂一 10,000 
商 39 小林　繁夫 10,000 
定機 8 河原場真一 10,000 
化 38 斎藤　信二 10,000 
電 36 加瀬　晴久 10,000 
商 34 渡辺　鋭一 10,000 
商 21 岩沢　末三 10,000 
商 73 田川恵美子 10,000 
電 50 丸山　尚一 10,000 
商 38 渥美　圭一 10,000 
機 36 佐藤　昭夫 10,000 
商 45 持田　久次 10,000 

定電 15 金子　勝秀 10,000 
化 54 細野　研二 10,000 

卒　期 氏　名 金　額
機 61 佐藤　利昭 10,000 
商 40 三宅多恵子 10,000 
商 56 古本智津江 10,000 
商 36 岩本　吉尭 10,000 
商 37 鈴木　節夫 10,000 
情 12 田口かすみ 8,000 
電 41 田中　義隆 6,000 
機 46 碓井　好美 5,000 
商 37 加藤　精一 5,000 
商 45 山口　建次 5,000 
商 33 小林　勝彦 5,000 
電 44 榎本　孝一 5,000 

定電 16 平井　公明 5,000 
定商 8 稲垣　徳子 4,000 
商 37 大山　　晃 4,000 
電 48 吉田　和男 4,000 

定機 18 藤井　　實 4,000 
商 38 山本　和孝 4,000 
商 22 三橋光太郎 3,000 
電 41 大迫　孝男 3,000 

定機 21 服部　高一 3,000 
機 36 岡田　　弘 3,000 
化 46 長樂　陽子 2,000 
化 58 植草　郁子 2,000 
電 44 鶴田　静男 2,000 

卒　期 氏　名 金　額
定電 3 池田　健蔵 2,000 
商 43 松野　晴美 2,000 
電 35 小川　弘文 2,000 
商 49 加藤千枝子 2,000 
商 59 中薗まゆみ 2,000 
電 46 羽生　鎮雄 2,000 
商 46 川原佐知子 2,000 
商 42 大塚　和子 2,000 
機 31 丸山　逸郎 2,000 
商 37 大野　彬子 2,000 
商 47 島田智恵子 2,000 
機 44 加藤　　實 2,000 
機 38 平戸　英雄 2,000 
商併 1 友井　吉男 2,000 
商 35 栗原　利男 2,000 
機 52 坂本　光男 2,000 
電 30 白鳥　健太 2,000 
商 53 口町　恵子 2,000 
機 60 粟ケ窪浩二 2,000 
化 41 前田　　剛 2,000 
商 51 川村志津子 2,000 
商 43 小林　一美 1,000 
定電 7 川鍋　　宏 1,000 
電 36 田辺　恵司 1,000 

令和５年12月１日～令和６年３月31日まで487,000 円のご寄付をいただきありがとうございました。

令和5年12月1日～令和6年3月31日同窓会創設100周年寄付者名簿

商
工
同
窓
会
会
員
総
会
の
ご
案
内

　

今
年
令
和
６
年
の
会
員
総
会
に
は
、

ぜ
ひ
多
く
の
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
同
窓
会
１
０
０
年
の
準
備
、

雄
飛
展
（
商
工
祭
）
校
歌
祭
な
ど
の
様
々

な
行
事
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
新
た

な
人
た
ち
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
出

席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

決
議
に
よ
る
議
案
に
つ
い
て

第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
会
務
報
告

の
件

第
２
号
議
案
：
令
和
５
年
度
収
支
決
算

報
告
並
び
に
監
査
報
告
の
件

第
３
号
議
案
：
令
和
６
年
度
会
務
運
営

計
画(

案)

の
件

第
４
号
議
案
：
令
和
６
年
度
度
収
支
予

算(

案)

の
件

第
５
号
議
案
：
役
員
選
任
の
件

日
時
：
6
月
22
日
（
土
）

　
　
　

11
時
30
分
開
会
（
11
時
受
付
）

会
場
：
Y
B
S
南
幸
ビ
ル
９
F
ホ
ー
ル

　
　
　

横
浜
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
横
浜
市
西
区
南
幸
２ -

15-

20
）

※
横
浜
ビ
ブ
レ
近
く
、
ホ
テ
ル
・
ザ
・
ノ
ッ

ト 

ヨ
コ
ハ
マ
隣
り
、
1
階
に
ロ
ー
ソ

ン
が
あ
り
ま
す
。

懇
親
会
：
総
会
終
了
後
、

　
　
　
　

13
時
30
分
頃
か
ら

会　

費
：
男
性
4
0
0
0
円

　
　
　
　

女
性
3
0
0
0
円

参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
：

会
場
の
都
合
上
、
6
月
17
日
（
月
）
ま

で
に
事
務
局
へ
メ
ー
ル
・
F
A
X
・
電
話

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
・
F
A
X
：

　
　
　

   

0
4
5-
3
5
2-

3
3
0
6

メ
ー
ル
：info@

yuuhikai.com

６
月
22
日
（
土
）
11
時
30
分
よ
り 

会
員
総
会

多
数
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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注 2：当期繰入額内訳 487,000 円は、同窓会 100 周年寄付金収入より繰入、4,297,467 円は、
母校創立 100 周年記念事業積立金からの振替分　

【第 1 号議案】
令和 5 年度会務報告
　
1. 会員総会 
　令和 5 年 6 月 17 日 ( 土 ) 横浜シティクラブにて開催し終了後、懇親会を開

催した。
　令和４年度活動報告、収支決算報告並びに監査報告が承認された。
　令和５年度会務運営計画（案）、収支予算 ( 案 ) が審議され可決承認された。
　（参加 23 名）
2. 総務委員会
　 1）財務の確立について
　 　  今年度、母校 100 周年記念事業積立金 983,334 円を取り崩して、終身
　 　  会費積立金へ戻入しました。
　 2）予算管理のレベルアップについて
　 3）定期的な月次収支決算書類の会計チェック、上期、下期収支決算書類の
　 　  速やかな作成を心掛けた。入会金について学校より卒業生 180 名中 143
　 　  名の入会があり、本来なら 3,600 円× 143 名で 514,800 円が入金予定
　 　  でしたが、事務手続きの手違いがあり 3,500 円× 143 名で 500,500 円
　 　  振り込まれ、14,300 円の入金不足が発生し、未収金として 14,300 円を
　 　  計上した。
3. 企画委員会
　 1）11 月 18 日 ( 土 )74 回秋の歩こう会実施 安針塚 「塚山公園」（参加 15 名）
　 2）10 月 21 日 ( 土 ) 第 18 回「青春かながわ校歌祭」に参加 横須賀芸劇場
　 　  （参加 21 名）
4. 広報委員会
　 1）会報「雄飛」122 号、123 号を発行
　 2）ホームページの更新を隋時実施
5. ゴルフ大会
　第 33 回を 10 月 26 日（水）東富士カントリ一クラブにて開催（参加１3 名）
6.	雄飛展（商工祭）実行委員会
　10 月 21 日（土）～ 10 月 22 日 ( 日 )　母校にて（来場者多数）
7. 第 30 回新年懇親の集い
　令和 6 年 1 月 13 日（土）YBS 南幸ビル（横浜シティクラブ９F ホール）
8. 同窓会 100 周年記念事業計画
　 1）寄付金募集　目標額　1000 万円（会報「雄飛」第 123 号参照）
　 2）同窓会 100 周年実行委員会実施
9. 支部活動報告
　 1）湘南会（旧藤沢支部）活動	
　 2）相鉄沿線支部活動
　 　  会報「雄飛」123 号参照

【第 3 号議案】
令和 6 年度会務運営計画（案）
　１. 会員総会 
　日時：令和 6 年 6 月 22 日（土）　
　　　　11 時 30 分開会　13 時 30 分～懇親会、15 時 45 分閉会
　場所：YBS 南幸ビル　横浜シティクラブ９F ホール

2. 総務委員会
　 １）10 月上期（令和 6 年度）会計監査実施
　 ２）3 月会員総会議案書資料の作成
　 ３）4 月下期（令和 6 年度）会計監査実施
　 ４）月次収支決算資料の定期的なチェックを実施する。

3. 企画委員会
　 1）初夏の歩こう会　6 月 29 日 ( 土 ) ズーラシア
　 2）第 19 回「青春かながわ校歌祭」９月 21 日（土）
　　   ひらしん平塚文化芸術ホ一ル
　 3）秋の歩こう会　11 月 9 日 ( 土 ) 大船フラワ一センター

4. 広報委員会
　 1）会報「雄飛」124、125 号を発行する
　 2）ホームページの更新を随時行う。

5. ゴルフ大会の実施
　第 34 回　  ５月 22 日（水）　東富士カントリークラブ
　第 35 回　10 月 23 日（水）　東富士カントリークラブ

6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　10 月２6 日（土）～ 10 月２7 日（日）　商工祭（文化祭）に参加

7. 第 31 回新年懇親の集い
　令和 7 年 1 月 11 日（土）　YBS 南幸ビル（横浜シティクラブ９F ホール）

8. 同窓会 100 周年事業計画
　 1）寄付金募集
　 2）同窓会 100 周年実行委員会

9. 支部活動計画
　 1）湘南会（事業年度：令和６年１月１日～令和６年１２月３１日）
　 　  暑気払い７月１０日（水）　忘年会１２月８日（日）
　 2）相鉄沿線支部（期間：令和６年４月１日 ~ 令和７年３月３１日）
　 　  第 76 回花見会　令和 7 年 3 月 29 日 ( 土 )
　 　  大池こども自然公園（企画委員会との共催）

【第 2 号議案】
令和 5 年度 収支決算報告

（令和 5 年 4 月１日～令和 6 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　　　　　　　　　                                 　　　　単位：千円

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 会費 1,934 1,663
2. 総会費収入 130 82
3. 会報広告収入 280 280 14 社
4. 寄付金収入 117 110 3 名
5. 同窓会 100 周年寄付金収入 500 487 74 名
6. 雑収入 3 0 預貯金利息
7. 未収金 0 △ 14 100 円× 143 名

（入会金の未収金分）

8. 特定預金取崩収入額 1,733 6,890
当期収入合計（Ａ） 4,697 9,500
前期繰越金 123 123
当期収入の部合計（Ｂ） 4,821 9,623

支出の部　　　　　　　　　  　　　                               　　　　単位：千円
大 科 目 予算額 決算額 備 考

1. 事業費 2,095 1,865
2. 会議費 310 311
3. 管理費 1,635 1,461
4. 特定預金積立繰入額 710 5,917
5. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 4,750 9,556
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） △ 52 △ 56
次期繰越金（B）−（C） 71 67

【第４号議案】
令和 6 年度 収支予算（案）

（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　                       　                               　　　　単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 会費 1,934 2,171
2. 総会費収入 130 100 総会、懇親会会費
3. 会報広告収入 280 280 20 × 14 社
4. 寄付金収入 117 110
5. 同窓会 100 周年寄付金収入 500 4,500 同窓会100 周年積立
6. 雑収入 3 3 預貯金利息、100 周年記念切手
7. 未収金 0 0
8. 特定預金取崩収入額 1,733 914
当期収入合計（Ａ） 4,697 8,078
前期繰越金 123 67
当期収入の部合計（Ｂ） 4,820 8,145
支出の部　　　　                       　                                　　　  単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 事業費 2,095 1,637
2. 会議費 310 312
3. 管理費 1,635 1,479
4. 特定預金積立繰入額 710 4,650
5. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 4,750 8,078
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） △ 52 0
次期繰越金（B）−（Ｃ） 71 67

1. 減価償却引当積立金
前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

1,385 0 0 1,385
2. 終身会費積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額
3,540 1,133 1,609 3,064

3. 母校創立 100 周年記念事業積立金
前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

5,280 0 5,280 0
注1：当期取崩額の内訳 983,334 円は、終身会費積立金へ振替、4,297,467 円を同窓会創設 100 周
年記念事業積立金へ振替
4. 同窓会創設 100 周年記念事業積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額
0 4,784 0 4,784 

科 目 金額 備 考
資産の部 流動資産

　 現金 67
流動資産　合計 67

固定資産
電話加入権 35
減価償却引当積立金 1,385 
終身会費積立金 3,064 
同窓会創設 100 周年記念事業積立金計 4,784 
固定資産　合計 9,269 

資産合計 9,337 
負債の部 0
負債合計 0
正味財産合計 9,337 

財産目録  
（令和 6 年 3 月 31 日現在） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円 

令和 5 年度 特別会計決算報告
（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） 　　　　　　　　　　　  単位：千円
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49 加藤千枝子 2

50 遠藤　秀予 2 3

51 中村　啓子 2 2

51 川村志津子 2 1

52 東　　美雪 2

53 鈴木美智子 1

53 口町　恵子 3

58 西川　洋子 2

59 中薗まゆみ 2 1

63 福原　正和 3

機械科

25 宮崎　　武 2 1

27 木俣　敏雄 10

30 浅沼　豊市 2

31 丸山　逸郎 1

33 河上　勝利 2 1

33 田辺　和夫 1

33 仁田　英治 2 1

33 小林　博光 2

34 石渡　成紀 2

36 髙橋　伸和 2

36 斎藤　　滋 2

36 佐藤　昭夫 5

36 岡田　　弘 2

36 永嶋　嗣生 2

36 小林　茂一 2

36 齊藤　尹耀 2

38 松本　勇治 2

38 酒井　忠裕 2

38 平戸　英雄 1

38 山之井英雄 2

39 紙透　敏夫 2 1

40 八七橋建次　　2 1

40 箕輪　純三 4

41 長嶋　泰信 2

41 森　　欽二 2

41 相澤　康雄 5

41 髙橋　勝平 5

41 保木本健二 4 1

43 佐藤　光親 2

44 小島　信夫 1

44 瀬戸　利夫 1

44 加藤　　實 2 1

44 志村　富雄 2 1

46 天野　隆司 2

55 小澤　正明 2

62 坂本　光男 2 1

79 三村　哲也 2 1

83 小川　恭平 3

電気科

21 御園生芳之 4

28 小川喜一郎 2 1

31 永坂　　禎 2

33 大貫　　優 2 1

33 藤澤　　甫 3

33 中野　　剛 2

34 鈴木　明雄 8

34 有本誠一郎 2 2

35 小川　弘文 2 1

35 鈴木　伸治 2

37 古川　智祥 10

37 徳丸　茂喜 5

39 斉藤　昭敏 2

40 廣瀬　次雄 2

41 安藤　　秀 2

41 守　健一郎 2

41 大迫　孝男 2

41 田中　義隆 2

44 鶴田　静男 2

46 羽生　鎮雄 4

48 岩崎　修次 4

48 佐藤　幸二 2

49 広瀬　治親 2

51 石川　洋子 2 

51 岩本　匡二 2

51 小澤　芳明 2 1

53 大野　信夫 3

53 五十嵐芳男 3

58 大河内　誠 2

58 黒岡　　隆 2

61 芦澤　謙司 2

63 平戸　　聡 2

化学科

29 井上　　昇 3

31 斉藤　謙三 2

33 輿水　　弘 2

36 永山　　勲 4

38 潮田　勝義 2 2

38 石井　利和 2

40 加藤　　攻 2 1

41 前田　　剛 2

45 齊藤　隆男 2

46 長樂　陽子 1

48 庄司　　晃 2

51 古賀　好子 6

54 細野　研二 2 2

55 長沼　　均 2

58 植草  郁子 2 1

61 江崎　正彦 2 1

63 白岩　洋子 2 1

69 吉田　良和 2

70 及川　栄子 4 1

情報処理科

9 前田　　幸 2

12 田口かすみ 2

総合技術科

5 髙橋　天空 2

併設（商併）

1 友井　吉男 2 2

定時制電気科

3 池田　健蔵 2 1

4 市毛　総幸 2

7 川鍋　　宏 2 2

15 金子　勝秀 5

16 平井　公明 2

19 前田　石蔵 2 1

定時制 ( 定併）

1 佐久間広造 2 1

定時制機械科

8 広谷　　武 2 1

商業科

卒期 氏　名 会費 賛助

21 岩沢　末三 10

31 鈴木　秀雄 2

32 小嶋　　正 2

33 小林　勝彦 5

35 山口登起夫 3

37 本田　勝子 2

37 大野　彬子 3

37 橋本　恭子 2

37 菅　　哲男 2

38 中川　初江 2

39 小林　繁夫 5

39 村里　久子 2

41 三浦　則子 5

42 杉原　ぬい 2 1

43 小林　一美 3

44 加藤　重治 2

45 持田　久次 1

47 松浦　秀俊 2

47 後原　和弘 10

47 金野　真弓 2

47 島田智恵子 2 1

年会費・賛助会費
納入者一覧表

今回の掲載名簿は次の受付日です
令和5年10月1日～令和6年3月31日

郵便振替・銀行振込・現金
による受付のものです
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7

80 白鳥　健太

化学 32 西関　　武

33 鈴木　一郎

40 鈴木　　勉

45 高橋　　保

46 吉田　澄子

52 石綿　良子

53 林田　典子

55 瀧野瀬龍代

68 露木　俊徳

69 多賀　涼子
情報
処理 3 風間　好美

11 小嶋　聖子

16 大泉　弘治

定商業 4 星田　一雄

定機械 14 川崎　節雄

15 橋本　光司

寄付者

令和５年１０月～令和６年３月

- - ファミリースキー会

85,835

商業 36 鈴木登志彦

5,000

60 名越真由美

60 鈴木恵美子

63 中神　京子

67 肥田かずえ

73 今泉　直人

82 長谷川　翔

機械 27 吉田　誠三郎

40 加藤　孝男

41 松井　政義

41 荒井　茂明

46 碓井　好美

48 森　　栄治

48 黒沢　克己

48 高橋　幸雄

51 内山　俊治

55 小藤　　明

57 有海　隆夫

電気 33 服部　輝男

36 伊波　四郎

37 中嶋　　弘

38 河西　善彦

39 長田　　功

39 滝口　昌久

40 久保寺　一

44 榎本　孝一

46 常盤　　勇

48 立岩　　稔

49 浦野　一郎

51 佐野　　正

51 下平　　茂

51 薗田　勝幸

58 長谷川達也

物故会員名簿（敬称略）

科 氏名 逝去日

定機 8 河原場真一 R4.9.23

電 41 渡辺　隆雄 R5

機 16 安藤　　正 R4

化 45 石井　久光 R5.5.7

商 44 森田　房子 R5.3.6

機 26 大川　隆之 R2.5.18

電 30 近藤　安男 不明

定電 7 藤巻　一夫 不明

電 23 野原　　瑛 不明

機 37 田中　宣宏 R5.7.5

商 32 芝田　　稔 R5.3.10

機 30 金子文太郎 R5.2.20

電 28 加藤　　武 不明

職員 小磯　　知 R5.4.8

商 35 金子　　博 R4.12.8

商 35 鈴木　明子 R5.7

商 29 加藤　龍三 R4.12

定商１ 須賀川光司 R6.1.17

商 21 門倉喜久男 H12.4.30

化 23 高畑　　進 H29.7

定機 15 橋本　光司 R5.12

終身会費

平成31年 9月〜令和 6年 3月

科 卒期 氏　名

商業 31 鈴木　松弘

31 平沢富三郎

33 若林　敏男

33 中根　良夫

33 岩田　　順

33 山田　　茂

34 寺田慶太郎

37 早川　英雄

40 荒井伊佐雄

42 大塚　和子

41 鈴木　静江

42 川口　禎二

44 森田　房子

45 向井　茂子

48 久保野正子

49 石黒　新一

49 瀬下　久恵

51 中代満里子

58 田村　昭子

※年会費・賛助会費・終身会費の会費
等の単位は千円です。

※敬称は省略させていただきます。

雄飛 123 号にてお名前と賛助
金に誤りがありました。お詫び
して訂正いたします。
誤 :  巴　　佼吉　賛助金  ４
正 :  巴山　佼吉　賛助金 10

20 北見　輝義 2

21 服部　高一 2

定時制商業科

7 佐藤　初子 2 1

8 稲垣　徳子 2 4

8 田中　峻 2

13 森田　光雄 2

第 2 種 ( 種電）

1 山口猪三郎 10

御逝去されました
会員の皆様には
心から哀悼の意を表します。
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商業科
川原　佐知子（46）
おめでとうございます。よろしくお願いいた
します。
　　鈴木　美智子（53）
100 年寿感ありますね。お世話様です。あり
がとうございます。少額ですがお送りさせて
戴きます。

三橋　光太郎（22）
小生　昭和 17 年商業科に入校した者ですが、老
齢のため退会させて頂きます。
　　

遠藤　秀子（50）
23 年のマイテーマ ” 歩 ” 来年は、” 泳 ”　流れ
るプールで 10 周歩く。来年は、25m を何周
出来るか挑戦します。

　 菅　哲男（37）
午後 4 時から美味しいお酒をいただき、割引
のきく 6 時前に、カラオケに飛び込む。クラ
スメイト 7 人衆、あの頃がなつかしい。

鈴木　登志彦（36）	
本年度をもちまして退会させていただきます。
長年にわたり貴会報をお送りいただきありが
とうございました。

機械科
丸山　逸郎（31）	 　　　　
住所が変更になっています。〒 251-0016 藤沢
市弥勒寺 1-23-10 ココファン弥勒寺 505 号室

小林　茂一（36）
機械科 19 期の大先輩、林行宏さんが亡くなっ
た。会社（日揮の元専務）では大変お世話に
なりました。ご冥福をお祈り申し上げます。

電気科
吉田　和男（48）	 　　　　　　　
室が 201 から 102 に変わりました。

化学科
石井　久光（45）　　　　　　ご家族様より
令和 5 年 5 月 7 日に病気のため永眠いたしま
した。「雄飛会」の発展をお祈り致します。お
世話になりました。　石井雅代

前田　剛（41）
永い間「雄飛広報誌」送付頂きありがとうご
ざいました。体調がおもわしくありませんの
で、退会をいたします。雄飛会の益々の発展
を祈念致します。

定時制商業科

大槻　鴻基子（9）
亡夫（定機 14）の寄付も送らせて頂きます。（昨
秋に七回忌も終えておりますが）母校のこれ
からも発展を願っております。

定時制機械科
河原場　真一（8）　　　　　   ご家族様より
R4 年 9 月 23 日に永眠しました。いろいろお
世話になりありがとうございました。
藤井　實（18）
同窓会の維持ご苦労様です。

北見　輝義（20）
消防活動で消防長官賞の受賞、磯子区長より
感謝状を受賞（多年にわたり地域住民の役員
等として組織運営に尽力し社会の振興に貢献

会費をお振込いただきありがとうございます。
本欄は郵便振込用紙の通信欄に記載されたも
のを掲載しています。一部長文は簡略化させて
いただきました。編集子は皆様からのコメント
を励みに頑張っています。　

ミニ通信

（　）は卒期
令和 5 年10 月1日～令和 6 年 3 月31日受領分

第
19
回

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭

　

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
県
内
の
県
立
高
校
に
参
加
を
呼
び

か
け
、第
19
回
「
青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
商
工
同
窓
会
は
第
1
回
か
ら 

第

18
回
ま
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
9
月
21
日
（
土
）
に
、
新

装
に
な
っ
た
「
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸

術
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

商
工
同
窓
会
（
雄
飛
会
）
は
、
校
歌

と
交
友
の
歌
「
自
由
の
園
生
」
を
合
唱

し
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ

り
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
商
工
祭
は
10
月
26
日
（
土
）
27

日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
昨
年
と
同
様
に
雄
飛

展
と
し
て
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

催
事
の
内
容
は
、
今
後
詳
細
を
詰
め
て

参
り
ま
す
が
、
人
気
の
野
菜
は
今
年
も

出
品
す
る
予
定
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

天
候
不
順
に
よ
る
猛
暑
や
極
端
な
冷
夏

に
な
る
と
野
菜
の
種
類
が
変
わ
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
ご
容
赦
下
さ
い
。
内
容

は
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
商

工
祭
に
も
来
校
頂
き
、
母
校
の
今
の
姿

を
ご
確
認
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

雄
飛
展
（
商
工
祭
）2022 年　雄飛展

ひらしん平塚文化芸術ホール（ホームページより）



9

令和 6 年 6 月 1 日 第 124号

祝
　
還
暦
ク
ラ
ス
会

商
業
科
59
期
１
組

　

第
30
回
新
年
懇
親
の
集
い
が
、
令
和

6
年
1
月
13
日
（
土
）
Y
B
S
横
浜
シ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち

着
き
久
々
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
小

澤
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
渦
で
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
行
事
も
、

フ
ル
に
活
動
す
る
の
で
、
多
く
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
来
年
は
、
同
窓
会
設
立
1
0
0

周
年
記
念
行
事
も
控
え
て
お
り
、
そ
の

準
備
と
し
て
実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
、

　

令
和
６
年
３
月
10
日
（
日
）
に
桜
木

町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
の
東
天
紅
で
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
と
昔
話
で
盛
り

上
が
り
楽
し
い
時
間
を
過
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
次
回
の

企
画
に
つ
い
て
も
話
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
中
で
も
連
絡
が
つ
い
て
い

な
い
人
が
い
ま
す
。
会
報
を
見
た
人
は

同
窓
会
事
務
局
ま
で
連
絡
先
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
三
田
美
恵
子
）

記
念
行
事
の
成
功
に
万
全
を
期
し
ま
す

の
で
、
皆
様
か
ら
の
多
く
の
意
見
要
望
を

頂
戴
し
、
ま
た
、
参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
後
、
懇
親
会
と
な
り
会
員
相
互
の

楽
し
い
会
話
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
、新
年
懇
親
と
言
う
事
で
、

平
山
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
並
び
に
、
二
見

さ
ん
の
漫
談
も
披
露
さ
れ
、
懇
親
会
に

花
を
添
え
て
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
応
援
団
O
B
の
佐
々
木
さ
ん

の
エ
ー
ル
に
て
締
め
て
頂
き
、
新
年
懇

親
会
が
お
開
き
と
な
り
た
し
た
。

　

来
年
の
開
催
案
内
は
、
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
、
会
報
で
ご
案
内
致
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
さ
れ
た
事
が
な
い

方
も
是
非
、
ク
ラ
ス
会
と
し
て
の
活
用

で
も
結
構
で
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
下
平　

記
）

新
年
懇
親
の
集
い
開
催

　

本
年
、
１
月
31
日
（
水
）
に
令
和
５

年
度
の
卒
業
生
に
向
け
て
「
同
窓
会
入

会
説
明
会
」
を
小
澤
会
長
、亀
田
副
会
長
、

長
澤
幹
事
長
の
３
名
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
３
年
ほ
ど
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
同
窓
会
入
会
説
明
会
も
各
ク
ラ
ス
単

位
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

従
来
通
り
視
聴
覚
室
で
の
説
明
と
な
り

ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
全
員
が
真
面

目
に
聞
い
て
頂
き
、
卒
業
生
１
８
０
名

中
、
新
た
に
同
窓
会
の
仲
間
と
し
て
入

会
い
た
だ
い
た
方
々
は
１
４
３
名
と
な

り
ま
す
。

　

新
た
な
会
員
を
歓
迎
す
る
と
共
に
、
同

窓
会
創
設
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
同

窓
会
活
動
も
益
々
弾
み
を
付
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

同
窓
会
入
会
説
明
会
を
実
施
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支
部
だ
よ
り

第
75
回
花
見
会
5
年
ぶ
り
に
開
催

　

２
０
２
４
年
３
月
30
日
（
土
）、
５
年

ぶ
り
に
雄
飛
会
・
相
鉄
支
部
合
同
の
花

見
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

通
り
今
年
の
桜
は
開
花
が
遅
く
て
、
本

来
は
満
開
の
桜
の
中
で
の
お
花
見
の
予

定
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
桜
の
花
が

間
に
合
わ
な
い
お
花
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
花
よ
り
団
子
は
花
見
の
定

番
、
飲
食
が
始
ま
れ
ば
、
世
代
の
違
い

を
感
じ
さ
せ
な
い
会
話
の
花
が
咲
い
て
、

皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
花
見
会
は
極
上
の
晴
天
の

中
、
17
名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
秋
の

歩
こ
う
会
の
案
内
、
お
よ
び
来
年
の
花

見
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
）

　

令
和
5
年
12
月
10
日
（
日
）
サ
ー
ク
ル

活
動
報
告
会
（
忘
年
会
）
を
さ
つ
ま
や
本

店
（
池
田
貴
恵
子
氏
（
商
32
）
の
お
店

で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
8
名
（
池

田
、
小
須
田
、
小
林
、
仁
田
、
保
井
、
薩
田
、

田
代
、
持
田
）
で
久
し
ぶ
り
に
ご
出
席

の
保
井
氏
の
お
話
し
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
記
念
写
真
を
撮

影
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
持
田  

記
）

湘
南
会

ゴ
ル
フ
大
会
を
左
記
の
通
り
実
施
致
し

ま
す
。

記

日
時
：
令
和
６
年
10
月
23
日
（
水
）

場
所
：
東
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

IN

９
時
28
分
ス
タ
ー
ト

静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
大
御
神

6
0
4
ー
３

T
E
L
0
5
5-

0
7
8-

0
1
2
1

募
集
人
数
：
６
組
24
名

費
用
：
１
９
０
０
０
円
（
参
加
費
２
５
０
０

円　

プ
レ
ー
費
１
６
５
０
０
円
）

昼
食
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
、
パ
ー
テ
ィ
ー

費
含
む
、
コ
ー
ス
直
行
者
は
プ
レ
ー
費

が
１
０
０
０
円
割
引
、
当
日
70
才
以
上

の
方
は
ゴ
ル
フ
利
用
税
９
５
０
円
割
引

さ
れ
ま
す
。
受
付
時
に
免
許
証
等
の
証

明
書
類
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
会
場
へ

直
接
お
越
し
の
方
は
８
時
30
分
ま
で
に

到
着
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

バ
ス
利
用
者
集
合
場
所
：
横
浜
駅
東
口　

崎
陽
軒
前
・
６
時
30
分
集
合
６
時
45
分

出
発

〆
切
：
９
月
25
日
（
木
）

問
合
せ
：
同
窓
会
事
務
局
（
月
・
水
・
金
）

10
時
30
分
～
15
時

T
E
L
０
４
５-

３
５
２-

３
３
０
６

in
fo@

yu
u

h
ikai.com

淀
川　

０
９
０-

８
７
４
０-

５
３
０
１

第
35
回　

商
工
同
窓
会

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内

創業明治26年 皆様に愛されて

ユニフォームの　　　　　  は
お陰さまで創業131年になりました。

品数・種類豊富な

社　長 中 島 康 一

本　社／横浜市金沢区幸浦 2-22-17
　　　　TEL（045）785-2611（代）
野　毛　店／横浜市中区宮川町2-45　TEL（045）241-6831（代）
ショップ／野毛店・金沢店　

045-731-5964
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歩
こ
う
会

第
74
回
　
秋
の
歩
こ
う
会

　

昨
年
2
0
2
3
年
11
月
18
日(

土)

に
秋
の
歩
こ
う
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
横
須
賀
で
三
浦
按
針
の
按
針
塚

が
あ
る
塚
山
公
園
を
目
指
し
た
ハ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
当
日
は
少
し
肌
寒
い
お
天
気

で
し
た
が
参
加
者
10
名
は
塚
山
公
園
を

目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
元
気
よ
く

坂
道
を
登
り
、
頂
上
に
あ
る
塚
山
公
園

に
は
予
定
よ
り
早
く
到
着
し
て
、
高
齢

参
加
者
の
健
脚
ぶ
り
に
感
服
し
ま
し
た
。

　

頂
上
か
ら
は
東
京
方
面
に
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、
対
岸
の
千
葉
方
面
や
、
別
の
方

向
に
富
士
山
が
見
え
て
非
常
に 

眺
望
が

良
い
場
所
で
し
た
。
ま
た
眼
下
に
は
横

須
賀
港
が
拡
が
り
、
米
軍
の
艦
船
や
海

上
自
衛
隊
の
自
衛
艦
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
人
の
脱
落
者
も
な
く
14
：
00
過
ぎ

に
無
事
ゴ
ー
ル
の
J
R
田
浦
に
到
着
し

秋
の
歩
こ
う
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
10
名
と
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
企
画
を

充
実
さ
せ
て
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
に
も
奮
っ
て
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和 

６
年
は
場
所
の
選
定
を
新
年
会

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
検

討
選
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
結
果
、
大
船

観
音
・
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
決

定
致
し
ま
し
た
。
安
・
近
・
短
の
近
場

で
す
が
適
度
の
坂
道
と
秋
の
一
日
を
コ

ロ
ナ
か
ら
ま
た
夏
の
炎
暑
か
ら
解
放
さ

れ
て
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
の
秋
の
歩
こ

う
会
に
ご
家
族
・
お
子
さ
ん
・
お
孫
さ

ん
等
沢
山
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

日
程
：
令
和 

６
年
11
月
９
日
（
土
）

場 

所
：
大
船
観
音
・
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー 

東
海
道
線
大
船
駅
西
口
→
大
船
観
音
寺

（
徒
歩
10
分
急
坂
有
入
館
料
３
０
０
円
）

→
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

（
徒
歩
15
分

入
園
料
シ
ニ
ア
１
５
０
円
）

集
合
場
所
：
東
海
道
線
大
船
駅
改
札
口

集
合
時
間
：
午
前
10
時
30
分
集
合

会
費
：
５
０
０
円
（
保
険
代
と
な
り
ま

す
。
当
日
参
加
者
名
簿
に
ご
記
入
願
い

ま
す
。）

※
昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
持
参
で
す
。

※
当
日
午
前
７
時
の
時
点
で
雨
の
場
合
は
中

止
と
し
ま
す
。（
判
断
に
迷
う
時
は
企
画
担

当　

佐
々
木
幹
夫　

0
8
0-

3
4
4
4-

5
6
3
6
ま
で
ご
確
認
下
さ
い
。）

※
万
が
一
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
が
有
っ
た
場

合
は
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
中
止

と
し
ま
す
。

大船観音と大船観音寺山門

第
76
回
「
秋
の
歩
こ
う
会
」
の

お
知
ら
せ

第
75
回
初
夏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
へ
行
こ
う

　

歩
こ
う
会
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
減
っ

て
き
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
魅
力
あ
る

歩
こ
う
会
に
す
る
試
み
と
し
て
、
急
遽

で
す
が
、
初
夏
の
歩
こ
う
会
を
追
加
で

企
画
・
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
と
若
い
世
代
の
参
加
を
考
え

健
康
増
進
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
的
と
し

た
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
歩
こ
う
会

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
な
だ
ら
か
な
平
地

を
歩
き
、
老
若
男
女
が
参
加
し
て
、
楽

し
め
る
会
に
し
ま
す
。

　

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
鶴
ヶ
峰
駅
か

ら
ズ
ー
ラ
シ
ア
ま
で
（
約
６
ｋ
ｍ
程
度
）

徒
歩
で
行
き
、
入
口
で
解
散
し
て
、
そ

の
後
は
フ
リ
ー
と
し
ご
家
族
、
お
友
達

で
自
由
に
ズ
ー
ラ
シ
ア
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
企
画
で
す
。

日
程
：
令
和 

６
年
６
月
29
日
（
土
）

場
所
：
ふ
る
さ
と
尾
根
路
緑
道
→
ズ
ー

ラ
シ
ア
（
休
憩
を
含
め
徒
歩
約
90
分
）

集
合
場
所
：
相
鉄
線　

鶴
ヶ
峰
駅
改
札
口

集
合
時
間
：
午
前
10
時
00
分
出
発
予
定

会
費
：
５
０
０
円
（
保
険
代
と
な
り
ま
す
。

当
日
参
加
者
名
簿
に
ご
記
入
願
い
ま
す
）

※
ズ
ー
ラ
シ
ア
の
入
園
料
は
各
自
負
担
。

※
昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
持
参
。

※
小
雨
決
行
。
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商
工
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

54
回
を
持
っ
て
終
了

４
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会

商
業
科
37
期

　

商
業
科
37
期　

名
匠
・
林
安
太
郎
先
生

最
後
の
担
任
の
ク
ラ
ス
会
を
４
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。（
10
月
23
日
崎
陽
軒

本
店
）

　

こ
の
間
、
４
名
物
故
者
が
あ
り
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

近
況
報
告
で
は
、
趣
味
に
は
じ
ま
り

病
気
・
薬
・
体
調
云
々
・
介
護
支
援
と

は
な
し
が
広
が
り
、
皆
さ
ん
夫
々
苦
労

を
共
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

二
日
前
の
校
歌
祭
に
因
み
楽
譜
を
配

布
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
と
な
く
口

遊
ん
だ
雰
囲
気
に
な
り
、
サ
ビ
と
コ
ブ

シ
の
利
い
た
端
麗
に
し
て
高
雅
な
校
歌

合
唱
と
相
成
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス

会
を
こ
れ
か
ら
も
、
続
け
る
事
を
確
認

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
姿
の
集
合
写
真
は
省
略
し

ま
し
た
。

（
文
責　

菅　

哲
男
）

一
年
遅
れ
の
傘
寿
を
祝
う

商
業
科
38
期
２
組

　

去
る
10
月
17
日
に
「
横
浜
ス
カ
イ
ビ

ル
・
梅
の
花
」
に
て
４
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
つ
い
に
人
生
の

最
終
章
、
80
代
に
入
っ
た
私
た
ち
で
す

が
、
元
気
に
15
名
の
仲
間
が
集
い
ま
し

た
。
案
内
の
返
信
で
は
多
く
の
仲
間
が

腰
痛
を
始
め
、
ど
こ
ぞ
が
痛
い
、
悪
い

な
ど
と
訴
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
だ

け
は
み
ん
な
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、
久
し
ぶ

り
に
出
席
さ
れ
た
方
も
多
く
、
ひ
と
時
、

青
春
時
代
に
帰
り
、
和
気
藹
々
と
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ス
会
を
続
け
る
こ

と
を
全
員
で
確
認
し
、
２
年
後
に
は
元

気
で
会
お
う
と
近
い
散
会
致
し
ま
し
た
。

（
邉
見　

健
治　

記
）

・
訃
報
連
絡　

　

商
業
38
期　

本
橋
文
臣
（
R
４
・
３
・
15
）

・
住
所
変
更

　

商
業
38
期　

青
木　

眸
（
堀
口
）

　

〒
１
８
６
―
０
０
０
３

　

国
立
市
富
士
見
台
４
―
９
―
６

　

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
コ
ー
ポ
１
０
２

　

T
E
L
０
９
０
―
６
１
５
９
―
５
３
５
９

　

渡
邊
先
生
、
諸
先
生
方
、
多
く
の
先
輩

幹
事
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
商
工
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
は
、
54
回
を
も
っ
て
終

了
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
現
幹
事
の

話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
左
記
の
通
り
決

ま
り
ま
し
た
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
の
残
高
（
８
５
，

８
３
５
円
）
を
同
窓
会
に
寄
贈
す
る
。

②
54
年
間
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
記
録

を
同
窓
会
事
務
局
に
フ
ァ
イ
ル
保
存
す

る
。

③
志
賀
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
へ
お
礼
か
た
が

た
の
訪
問
（
10
月
25
日
）
完
了
。

　

な
ど
を
含
め
幹
事
全
員
の
了
承
が
得

ら
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
の
こ
と
と
し
て
３
月
末
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の

声
も
あ
り
、
現
地
集
合
現
地
解
散
と
し

て
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
末
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
０
８
０
―
２
０
４
９
―
８
７
４
３

メ
ー
ル　

sadaosuton@
docom

o.ne.jp

（
石
川　

定
夫　

定
機
械
21
期
）

志賀パレスホテル・高瀬敏行氏と石川 定夫さん
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た
。

　

総
合
技
術
科
も
授
業
な
ど
で
製
作
さ

れ
た
製
品
を
展
示
し
て
い
て
、
来
場
し

た
お
子
さ
ん
た
ち
が
実
際
に
触
れ
て
動

か
し
て
み
る
と
い
う
体
験
を
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
を
見

て
い
て
、
思
わ
ず
「
肉
の
相
棒
」
購
入

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
安
い
お
肉
で
も

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
し
た
。）

　

こ
の
よ
う
な
形
の
教
育
の
発
表
の
場

は
、
自
分
た
ち
の
在
学
中
は
な
か
っ
た
も

の
で
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
事

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
自
分
た

ち
が
当
時
受
け
た
黒
板
に
向
か
っ
て
勉

強
す
る
と
い
う
学
習
ス
タ
イ
ル
と
、
現

　

皆
さ
ん
は「
神
奈
川
県
産
業
教
育
フ
ェ

ア
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
神
奈
川

県
に
あ
る
専
門
学
科
を
有
す
る
高
校
が

一
堂
に
会
し
て
、
学
校
の
紹
介
を
兼
ね

学
習
内
容
や
成
果
を
発
表
す
る
場
で
す
。

　

第
26
回
を
迎
え
る
「
神
奈
川
県
産
業

神
奈
川
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア

教
育
フ
ェ
ア
」
は
横
浜
市
役
所
の
新
庁

舎
ア
ト
リ
ウ
ム
で
２
０
２
３
年
10
月
28

日
・
29
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 　

参
加
校
は
神
奈
川
県
に
あ
る
専
門
学

科
が
設
置
さ
れ
た
県
立
高
校
21
校
と
、

同
様
に
専
門
学
科
の
あ
る
市
立
高
校
で
、

我
が
商
工
や
磯
工
、
Ｙ
校
な
ど
多
数
の

学
校
が
参
加
し
て
ま
し
た
。

　

今
回
「
神
奈
川
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」

を
訪
れ
た
の
は
、
商
工

祭
に
行
っ
た
と
き
に
産

業
教
育
フ
ェ
ア
の
存
在

を
知
り
、
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん

も
ご
存
知
の
通
り
県
商

工
は
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

と
、
総
合
技
術
科
の
２

学
科
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
商
工
の
授
業
は
、

色
々
な
企
業
と
連
携
し

た
授
業
を
実
施
し
て
お

り
、
産
業
教
育
フ
ェ
ア

で
は
松
原
商
店
街
の
武

居
商
店
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
柚
子
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、

「
肉
の
相
棒
」
の
展
示
即

売
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
後
輩
た
ち

は
元
気
よ
く
自
分
達
の

自
慢
の
商
品
を
、
皆
さ

ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
し
た
。「
売
れ
行
き
は

ど
う
で
す
か
」
と
聞
い

た
ら
「
結
構
売
れ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
で
し

在
の
自
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
い

く
学
習
で
は
、
生
徒
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

を
大
き
く
ア
ッ
プ
で
き
る
教
育
で
あ
り
、

羨
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
商
工
祭
な

ど
に
来
場
頂
き
現
代
の
教
育
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
宜
し
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
何
故
か
関
東
財
務
局
の

ブ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
お
役
人
で
あ
る
彼
ら

が
い
た
の
で
理
由
を
聞
い
た
ら
、
毎
回

参
加
し
て
い
て
造
幣
の
話
と
か
税
金
の

話
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
特
に
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
な
ん
と
現
金
１
億
円
の

サ
ン
プ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
大
き

さ
、
重
さ
が
す
べ
て
本
物
と
同
じ
と
の

こ
と
な
の
で
、
自
分
も
持
た
せ
て
貰
い

ま
し
た
。
現
金
１
億
円
は
非
常
に
重
く
、

か
さ
張
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

 （
編
集
委
員
）
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―
ど
ん
な
お
仕
事
し
て
い
ま
す
か
？

　

倉
庫
業
を
し
て
い
ま
す
。
事
務
業
務
か

ら
現
場
業
務
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
事
務

で
は
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り
を
行
い
、

現
場
で
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
乗
っ

て
作
業
を
し
ま
す
。

 

―
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　

お
客
様
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
大
口
出
庫
を
計
画
通
り
に

問
題
な
く
終
了
で
き
た
時
で
す
。

 

―
県
商
工
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
に
立
っ
て

い
ま
す
か
？

　

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
で
は
、

Excel

やW
ord

を
は
じ
め
、
専
門
的
な

分
野
を
学
び
ま
し
た
が
、
入
社
し
て
か

ら
学
校
で
学
ん
だ
言
葉
を
使
う
こ
と
が

多
く
、
P
C
も
使
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

P
C
で
は
、Excel

を
使
用
す
る
の
で

関
数
が
活
用
出
来

て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
授
業

で
学
ん
だ
用
語
な

ど
は
会
社
で
多
く

使
わ
れ
る
の
で
話

が
理
解
し
や
す
く

学
ん
で
よ
か
っ
た

な
と
感
じ
ま
す
。

―
県
商
工
で
の
思

い
出
は
？

　

簿
記
の
授
業
が

一
番
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
の
は
１
年

生
の
時
だ
け
で
し
た
が
、
最
初
は
と
て

も
簿
記
が
苦
手
で
し
た
。
で
す
が
、
簿

記
の
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
授
業
が
多
く

友
達
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
簿
記
の

授
業
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
苦
手

科
目
を
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
体

育
祭
や
文
化
祭
に
向
け
て
練
習
を
す
る

の
で
す
が
、
自
分
の
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
を

踊
る
こ
と
が
出
来
て
凄
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。
特
に
文
化
祭
で
は
、
長
い
時
間
を

か
け
て
練
習
を
し
て
い
て
振
り
付
け
を

考
え
た
り
構
成
を
考
え
た
り
本
番
ま
で

に
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
声
を
掛
け

合
い
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

あ
と
は
、
同
じ
学
年
の
子
は
私
以
外
に

2
人
い
た
の
で
す
が
凄
く
面
白
く
て
ひ

た
す
ら
笑
っ
て
い
た
の
が
思
い
出
で
す
。

（
笑
）

　

と
に
か
く
ず
っ
と
笑
っ
て
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
！
笑 

す
ぐ
ふ
ざ
け
た
り
、

く
だ
ら
な
い
こ
と
で
大
爆
笑
し
て
い
ま

し
た
！

　

3
年
生
の
時
に
や
っ
た
体
育
祭
の
応

援
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
3
年
生
の
時
に
応

援
リ
ー
ダ
ー
の
振
り
付
け
を
担
当
し
て

い
た
の
で
す
が
、
全
体
を
ま
と
め
る
の

が
難
し
く
、
振
り
付
け
を
教
え
る
の
も

難
し
く
…
上
手
く
い
か
な
す
ぎ
て
応
援

リ
ー
ダ
ー
を
辞
め
よ
う
と
考
え
て
い
た

時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
こ
ま

で
き
た
か
ら
に
は
や
る
し
か
な
い
と
思

い
、
本
番
ま
で
諦
め
ず
取
り
組
み
ま
し

た
。
最
後
の
体
育
祭
で
賞
を
取
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
！

　

あ
と
は
、
3
年
間
全
て
体
育
祭
の
応

援
リ
ー
ダ
ー
で
賞
を
取
れ
た
こ
と
も
い

い
思
い
出
で
す
！

―
県
商
工
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

兄
が
商
工
に
通
っ
て
い
て
学
校
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
文
化
祭
も
見

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
商
工
は

専
門
的
な
分
野
を
学
べ
る
と
知
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
兄
が
商
工
に
行
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
勧
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。

―
県
商
工
の
良
さ
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す

か
？

　
専
門
的
な
分
野
を
学
べ
る
と
こ
ろ

と
検
定
を
取
得
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。

Excel

やW
ord

な
ど
高
校
生
の
う
ち
に

知
っ
て
お
く
事
で
社
会
人
に
な
っ
た
時

活
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
た
か

ら
で
す
。
あ
と
は
、
様
々
な
検
定
を
取

得
で
き
る
の
で
就
職
の
際
に
は
強
い
武

器
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

武
藤
捺
美
さ
ん

（
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科　

２
０
２
１
年
３
月
卒
）
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特
定
社
会
保
険
労
務
士
が

無
料
で
ご
相
談
承
り
ま
す

定
機
20
期
　
長
尾
　
和
信

　

昨
年
（
令
和
５
年
度
）
一
年
間
を
要
し

た
美
立
橋
校
舎
体
育
館
の
耐
震
改
修
工

事
が
２
０
２
４
年
３
月
末
に
無
事
完
成

し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日(
月)
に
行
わ
れ
た
入
学
式

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
の
体
育

館
で
、
商
工
１
０
４
期
に
あ
た
る
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
塗
装
の
臭
い
が
残
る
体
育

館
で
行
わ
れ
た
入
学
式
を
始
ま
り
と
し

て
、
本
年
か
ら
は
室
内
競
技
の
ク
ラ
ブ
活

動
も
外
部
施
設
を
使
う
こ
と
な
く
自
分

た
ち
の
専
用
体
育
館
で
心
置
き
な
く
活

動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 (

追
記)　

商
工
は
地
元
の
災
害
避
難
場

所
で
す
の
で
、
こ
の
度
の
耐
震
改
修
工

事
に
よ
り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
避

難
場
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 （
編
集
委
員
）

体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
（
機
）

藪　
　

大
樹

県
立
向
の
岡
工
業
高
等
学
校

工
（
機
）

大
塚　

靖
章

任
用
修
了

工
（
機
）

瀧
本　

隆
平

県
立
神
奈
川
工
業
高
等
学
校

工
（
電
）

広
瀬　

武
史

県
立
磯
子
工
業
高
等
学
校

工
（
化
）

三
輪　

直
樹

県
立
藤
沢
工
科
高
等
学
校

着
任
者
一
覧

役
職
等

氏
名

校
長

川
島　

俊
輔

副
校
長

野
澤　

恭
裕　

教
諭
（
国
語
）

浅
野
真
紀
子

教
諭
（
社
会
）

二
見　

佳
花

教
諭
（
社
会
）

白
鳥　

克
昂　

教
諭
（
数
学
）

上
村　

柊
太

教
諭
（
保
体
）

黒
川　

敦
司

教
諭
（
外
英
）

工
藤　

勇
希

教
諭
（
商
業
）

長
澤
利
恵
子

教
諭
（
工
機
）

吉
野　

和
哲

教
諭
（
工
機
）

信
太　

俊
郎

教
諭
（
工
機
）

松
尾　

卓
哉

教
諭
（
工
電
）

山
田
菜
美
子

教
諭
（
工
化
）

福
島　

大
祐

離
退
任
者
一
覧

役
職
等

氏
名

異
動
先

校
長

塩
原　

正
美

任
用
修
了

社
会

原　
　

眞
人

県
立
追
浜
高
等
学
校

国
語

石
原　

正
弘

県
立
横
浜
瀬
谷
高
等
学
校

社
会

青
山　

光
伸

任
用
修
了

社
会

新
貝　
　

努

任
用
修
了

数
学

梅
田　

貴
光

県
立
厚
木
清
南
高
等
学
校
（
定
）

数
学

近
藤　

優
矢

県
立
上
矢
部
高
等
学
校

理
（
生
）

辻　
　

直
也

県
立
湘
南
高
等
学
校

保
体

海
野　

健
介

体
育
指
導
セ
ン
タ
ー

保
体

及
川　

佳
一

県
立
港
北
高
等
学
校

外
（
英
）

勝
俣　

杏
菜

県
立
横
浜
瀬
谷
高
等
学
校

商
業

遠
藤　

徳
子

任
用
修
了

工
（
機
）

小
見　

良
浩

自
己
都
合
退
職

令和６年度商工高等学校　教職員人事異動

　

私
は
県
商
工
定
時
制
機
械
科
を
卒
業

し
た
長
尾
と
申
し
ま
す
。
現
在
、「
企
業

の
発
展
は
人
材
の
育
成
か
ら
」
の
精
神

で
社
会
保
険
労
務
士
法
人
「
ア
ド
ッ
ク
」

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
社
労
士
の
業
務

は
、
社
会
保
険
・
労
働
保
険
に
係
わ
る

問
題
の
専
門
家
と
し
て
、
法
令
に
基
づ

い
て
行
政
機
関
へ
の
提
出
書
類
や
申
請

書
等
を
代
理
作
成
し
た
り
、
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
解
決
手
続(

調
停
、
あ
っ

せ
ん
等)

を
代
理
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
今
ま
で
「
社
会
に
育
て
て

頂
い
た
」
こ
と
に
対
す
る
恩
返
し
と
し

て
、
同
窓
生
の
皆
様
方
で
、
労
働
で
の

問
題
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
解
雇
等
々
）

や
障
害
年
金
等
で
お
悩
み
の
解
決
の
一

助
と
し
て
、
無
償
で
ご
相
談
に
お
答
え

で
き
れ
ば
と
思
い
、
同
窓
会
事
務
局
へ

連
絡
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
高
等
学
校
の
卒
業
生
で
、
労
働

に
関
す
る
問
題
、
相
談
で
ど
う
し
よ
う

か
お
悩
み
の
方
は
、
是
非
「
ア
ド
ッ
ク

の
ド
ア
」
を
叩
い
て
み
て
下
さ
い
。

　

相
談
に
関
す
る
費
用
は
、
原
則
無
料

で
す
。
但
し
、
印
紙
代
と
な
ど
の
実
費

に
つ
い
て
は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

（
法
務
省
へ
の
認
証
届
出
等
は
「
3
、

3
0
0
円
」）、
ま
た
障
害
年
金
等
の
手

続
き
、
診
断
書
の
入
手
は
本
人
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
商
工
同
窓
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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【就職】 【進学】
総合ビジネス科 総合技術科 総合ビジネス科 総合技術科

（株）トノックス AGC （株） AGC 横浜テクニカルセンター アーツカレッジヨコハマ Y 校別科
DAIWA CYCLE（株） アジア物性材料（株） 浅野工学専門学校 青山製図専門学校
ア―ス電機（株） （株）きんでん 大原法律公務員専門学校横浜校 神奈川大学
いすゞロジスティクス（株） 藤沢事業所 （株）ジェイトリム 大原簿記医療秘書公務員専門学校町田校 産業技術短期大学校
ウエインズトヨタ神奈川（株） （株）テクノ電工 大原簿記情報ビジネス専門学校横浜校 情報科学専門学校
エイチアールティーニューオオタニ（株）ニューオオタニイン東京 （株）野口総業 カコトリミングスクール 住田美容専門学校
オーケー（株） （株）プロシード 神奈川工科大学 西武学園医学技術専門学校
オムロン キリンテクノシステム（株） 京三精機（株） 神奈川大学 日産横浜自動車大学校

（株）エービーシー・マート きんでん東京サービス（株） 神田外語大学 鶴見大学
（株）末広商店 ステーション工業（株） 関東学院大学 東京工芸大学
（株）横浜シミズ 東邦チタニウム（株） 国際文化理容美容専門学校渋谷校 トヨタ東京自動車大学校
（株）ダイワコーポレーション トヨタモビリティパーツ（株） 神奈川支社 駒澤大学 日本工学院専門学校
川西倉庫（株）京浜支店 日成工事（株） 相模女子大学 日本工学院八王子専門学校
システムニコル（株） 日本フレートライナー（株） 産業能率大学 日本電子専門学校
宗教法人　寒川神社 ホンダカーズ神奈川中 （株） 情報科学専門学校 日本文化大学
ダイアナ（株） 三菱プレシジョン（株） 昭和女子大学 横浜 YMCA
トヨオカ電気 （株） ユニプレス（株） 相模事業所 専修大学 横浜医療専門学校
パブリックソフトウエア（株） 横浜メルテック （株） 多摩大学 横浜調理師専門学校
森永製菓（株）鶴見工場 （株）エスシー · マシーナリ 鶴見大学 横浜テクノオート専門学校
横浜市 （株）オキサイド 東京誠心調理師専門学校 横浜リゾート＆スポーツ専門学校
一般社団法人 日本貨物検数協会横浜支部 （株） 栄広プロビジョン 東洋学園大学
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会神奈川県支部 （株） 関電工 日本工学院

（株）コジマ （株）崎陽軒 日本電子専門学校
（株）サンリック （株）信光社 フェリス女学院大学
（株）ノジマ （株） 神奈川ナブコ 文教大学
（株）メイコー （株）総合車両製作所 横浜 YMCA スポーツ専門学校
（株）ヤマダヤ （株） 中村通信 横浜医療秘書専門学校
（株） 関電工 （株）NTT 東日本一南関東 横浜公務員＆ IT 会計専門学校
（株） 崎陽軒 （株）スカイテック 横浜歯科医療専門学校
（株）渡辺組 京三精機 （株） 横浜商科大学
（株） 日産カーレンタルソリューション 佐川急便（株） 横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校
関越ソフトウェア（株） 三栄電気工業（株）東京支店 横浜調理師専門学校
京王バス （株） 三機産業設備（株） 横浜デジタルアーツ専門学校
五十鈴中央 （株） 三菱プレシジョン（株） 横浜ビューティ―＆ブライダル専門学校
新日本ウエックス （株） 三菱電機ビルソリューションズ （株） 首都圏支社 横浜リハビリテーション専門学校
神奈川中央交通 （株） 三菱電機（株）鎌倉製作所 和光大学
東京電力リニューアルブルパワー （株） 住友電気工業（株） 横浜製作所
日揮ビジネスサービス （株） 森永エンゼルデザート（株）
日本油化工業（株） 神奈川スバル（株）
富士美工業（株） 東芝電波テクノロジー （株）

東電同窓電気（株）
日揮ビジネスサービス（株）
日本トラック（株）
日本パーカライジング （株）
日本精工（株） 桐原精機プラント
日本乳化剤（株）
日本飛行機（株）
日油（株） 川崎事業所
富士通ネットワークソリューションズ（株）

令和 6年卒　進学・就職情報（令和 6 年 1 月現在） （順不同）

編
集
後
記

　

今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
遅
く
な

り
、
母
校
の
入
学
式
は
桜
咲
く
中
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。　

新
任
の
幹
事
な
の
で
、

入
学
式
参
加
は
初
め
て
。
新
入
生
を
見
る

と
、
期
待
と
少
し
の
不
安
で
初
々
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
の
参
加
目
的
は
、
新
入

生
に
向
け
の
校
歌
と
自
由
の
園
の
歌
唱
紹

介
で
す
。

　

歌
唱
す
る
た
め
体
育
館
前
で
待
機
し
て

い
た
所
、
校
舎
の
中
か
ら
自
由
の
園
の
合

唱
が
聞
こ
え
、
何
か
な
と
聞
い
た
ら
在
校

生
は
コ
ロ
ナ
渦
で
、
自
由
の
園
を
歌
っ
た

事
が
な
い
と
の
事
で
し
た
。
在
校
生
代
表

と
し
て
新
入
生
の
前
で
歌
唱
す
る
た
め
熱

心
に
事
前
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
そ
こ
ま
で
あ
っ
た
の
か

と
、
再
認
識
さ
せ
れ
ま
し
た
。

　

練
習
の
甲
斐
も
あ
り
、
在
校
生
と
同
窓

会
合
同
で
歌
唱
を
披
露
し
、
圧
倒
的
な

在
校
生
の
声
量
で
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

　

私
、
新
任
編
集
委
員
と
し
て
、
同
窓

会
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
と
に
か
く
何
で

も
参
加
し
て
活
動
を
理
解
す
る
た
め
、
幹

事
会
、
行
事
に
は
欠
か
さ
ず
出
席
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
同
窓
会
設
立
1
0
0
周
年
記

念
行
事
の
準
備
も
あ
り
忙
し
く
な
り
ま
す

が
、
通
常
の
行
事
も
大
切
に
活
動
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
く
な
っ

た
小
澤
会
長
も
新
し
い
試
み
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
活

動
に
意
欲
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
任

幹
事
と
し
て
同
窓
会
発
展
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
）


